
WINDOWS DESKTOP CALENDAR

Koyomado 操作説明書
予定を、いつでも目に入る場所へ。

デスクトップにそっと置いて使える、シンプルな月カレンダーです。

対応環境
Windows 10 / 11（64bit）
Store版・ポータブル版

この説明書
Koyomado v1.0.0
2026年9月2日

保存と通信
保存先は版ごとに分離
Google連携は任意・初期OFF

公式ページ: https://ytec.cloudfree.jp/forge/projects/koyomado/
ソースコード: https://github.com/ytec-forge-commits/ytec-calendar

https://ytec.cloudfree.jp/forge/projects/koyomado/
https://github.com/ytec-forge-commits/ytec-calendar
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GETTING STARTED

はじめに - 4ステップで使い始める
一般利用にはMicrosoft Store版、持ち運びには直接配布のポータブル版を選べます。予定機能は共通です。

1
配布方法を選ぶ
Microsoft Storeでは「インストール」を選びます。直接配布版はZIPを右クリックして「すべて展開」し、ZIPの中か
ら直接起動しないでください。

2
Koyomadoを起動
Store版はスタートメニューから起動します。ポータブル版は、展開したkoyomado.exeを起動します。

3
ポータブル版だけ置き場所を決める
USBメモリやGoogle Driveへ持ち運ぶ場合は、自動起動をONにする前にKoyomadoフォルダーを今後使う場所へ移し
ます。

4
位置と起動方法を整える
画面を好きな位置とサイズに調整します。右上の歯車から、必要な場合だけ「Windows起動時に自動起動」をONにし
ます。

標準はタスクバーだけに表示
初期設定では通常のWindowsアプリと同じく、最小化するとタスクバーへ残り、右上の×で終了します。歯車から「タスクト
レイのみ」または「両方」へ変更できます。

署名とWindowsの警告について
Store版はMicrosoft Storeの配布署名を使用します。直接配布版はY-TECの自己署名、RFC 3161タイムスタンプ、
SHA-256を付けますが、自己署名はSmartScreen警告をなくす保証ではありません。公式ページから入手し、署名
者とSHA-256を確認してください。公開鍵ファイルを信頼済みルートへ登録する必要はありません。

PowerShellで確認する場合
Get-FileHash .\koyomado-v1.0.0-windows-portable.zip -Algorithm SHA256
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SCREEN

画面の見かた
中央が月カレンダー、左が今日と直近7日間の予定を示すサイドバーです。

1 月を移動
上部の左右矢印で前月・翌月へ移動。「今日」は、押した
時点の現在日へ戻ります。

2 予定を追加
予定がない日付を左クリックするか、右上・日付内・左側
の追加ボタンから登録できます。

3 日の予定を確認
予定のある日付を左クリックすると、その日の予定一覧が
ポップアップ表示されます。

4 表示を整える
上部のボタンでサイドバーを開閉。歯車で背景、表示先、
自動起動、Google連携を設定します。

土曜は青系、日曜と祝日は赤系で表示します。日本の祝日は名前も日付内に表示されます。祝日データはオフラインで、内蔵範囲は
1970年から2050年です。
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SCHEDULE

予定を追加・編集・削除する
開始日と終了日を持つ予定を登録できます。必要に応じて時刻、場所、メモ、色を加えてください。

入力できる内容

・予定名: 必須、80文字まで

・開始日・終了日: 同日または複数日を指定

・終日: 休み、出張、記念日など時刻が不要な予
定

・開始・終了時刻: 終日をOFFにすると表示

・繰り返し: 毎日、毎週、毎月、毎年

・場所: 任意、100文字まで

・メモ: 任意、1000文字まで

・予定の色: 6色から選択

開始時刻を変えると、終了は1時間後へ自動設定されます。
その後に終了日・終了時刻を手動で変更できます。

編集する
カレンダー上の予定を左クリックするか、日の予定一覧か
ら選ぶと編集画面が開きます。「変更を保存」で反映しま
す。

削除する
編集画面左下、または予定の右クリックメニューから「削
除」を選び、確認画面で確定します。削除済み記録は保存
データ内に残ります。

同じ日に予定が多い場合
月表示に収まらない予定は「ほか○件」とまとめて表示します。日付を選ぶと一覧ですべて確認でき、5件以上登録した場合も
ここから編集できます。
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MULTI-DAY

連休・出張・日をまたぐ予定
9月1日から3日までの休みなどは、1件の期間予定として登録できます。

終日の複数日予定
開始日を9月1日、終了日を9月3日、終日をONにすると、1
日・2日・3日の各日に同じ予定を表示します。

時刻付きの日またぎ
終日をOFFにし、開始を9月1日23:30、終了を9月2日
0:30のように指定します。2日以上先も選べます。

開始時刻を変更 終了日時を開始の1時間後へ自動設定。23:30なら翌日0:30

終了日時を変更 自動設定後も、終了日と終了時刻を自由に上書き可能

カレンダー表示 期間中の各日に表示。どの日から開いても同じ開始・終了日時を編集

直近7日間 同じ期間予定を日数分重複させず、1件として表示

Googleカレンダーとの期間同期
複数日の終日予定と日をまたぐ時刻付き予定も、開始・終了日時を保って双方向同期します。終日予定の終了日が1日ずれない
よう、Google側の排他的終了日をKoyomado内で変換します。
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COPY AND MOVE

予定をコピー・移動する
繰り返し入力する内容は右クリック、日付だけ変えたいときはドラッグ操作が便利です。

右クリックでコピー
1. 予定を右クリック
2. 「内容をコピー」
3. 貼り付け先の日付を右クリック
4. 「ここに貼り付け」

ドラッグで移動
予定をつかみ、別の日へドラッグし
て離します。元の日から予定が移動
します。

Ctrl + ドラッグでコピー
Ctrlキーを押したまま予定を別の日
へドラッグ。元を残し、移動先へ複
製します。

コピーされる内容
予定名、期間、終日／時刻、場所、メモ、色、繰り返し条件をコピーします。複数日予定では日数を保ったまま、貼り付け先
を新しい開始日にします。Ctrl＋ドラッグした繰り返し予定の1回分は、独立した通常予定としてコピーします。

操作の使い分け

同じ内容を複数日に登録 予定を右クリックしてコピーし、任意の日付を右クリックして貼り付け

予定日を変更 通常のドラッグ

元を残して別日にも登録 Ctrlキーを押したままドラッグ

一部を直してから登録 予定をコピー後、「予定を追加」画面で「内容を貼り付け」して編集
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RECURRENCE

繰り返し予定を設定する
周期、間隔、曜日、終了条件を組み合わせて、定期予定と記念日を登録できます。

毎日 1日ごと、2日ごとなど。連日の当番や服薬予定

毎週 複数曜日を選択可能。月・水・金、隔週など

毎月 同じ日付、または第何週の同じ曜日

毎年 誕生日、記念日、更新日。2月29日はうるう年だけ表示

終了条件 終了なし、指定日まで、指定回数

複数日と繰り返しの組み合わせ
開始日から終了日までの日数も各回へ引き継ぎます。たとえば毎月1日から3日までの出張を登録すると、毎回3日間の予定と
して表示します。
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RECURRENCE SCOPE

1回だけ・全体の編集と記念日
繰り返し予定を開くと、今回だけ変えるか、シリーズ全体を変えるかを選べます。

この予定のみ
選んだ回だけ内容や日付を変更します。削除すると、その
回だけを除外します。通常ドラッグも、その回だけを移動
します。

繰り返し全体
元の予定名、時刻、期間、周期、色などを更新します。削
除すると、過去・未来の表示と個別例外を含むシリーズ全
体を削除します。

日の予定一覧
予定がある日付を左クリックすると、その日の予定を一覧表示します。同じ日に5件以上あってもここですべて確認で
き、予定を選ぶと編集できます。

誕生日・記念日
・繰り返し周期で「毎年」を選び、登録する月日を開始日にします。

・特定の年だけ内容を変える場合は「この予定のみ」、今後も含めて変える場合は「繰り返し全体」を選びます。

・記念日全体を削除すると、過去・未来のすべての年度表示から消えます。削除前に必要ならdataフォルダーをバッ
クアップしてください。

Googleから取り込んだ複雑な繰り返し
Google独自の繰り返し条件はKoyomadoで表示・同期できます。周期そのものの変更がロックされている場合はGoogleカレ
ンダー側で変更してください。個別回の編集はKoyomadoでも行えます。
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APPEARANCE

背景・サイドバー・ウィンドウ
デスクトップに馴染む8つの背景と、置き方に合わせた2段階の最小幅を用意しています。

8つの背景テーマ
朝もや / 森の息吹 / 藤の夕暮れ / 陽だまり / 月夜の水面 / 空のそよ風 / 桜かすみ / 白樺の朝

サイドバー表示中
今日と直近7日間、背景テーマのショートカットを表示。最
小幅は806pxです。

サイドバー非表示
カレンダーをコンパクトに表示。最小幅は375pxです。開
き直すときは必要な幅まで自動で広がります。

表示倍率をスライダーで調整
右上の歯車にある「表示サイズ」で80～130%を5%刻みで選べます。変更中にすぐ見え方を確認でき、再起動後も維持しま
す。「100%に戻す」で初期値へ戻せます。

モニター構成ごとに位置を記憶
移動・サイズ変更・サイドバーの開閉状態を自動保存します。3画面、2画面など構成ごとに最後の位置を分けて記憶するため、
以前の構成へ戻ると、その構成で保存した位置へ戻ります。画面外の位置は使わず、見える位置へ戻します。
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WINDOW DISPLAY

タスクバー・トレイ・自動起動
右上の歯車から、普段の使い方に合う表示先を選べます。初期設定はタスクバーのみです。

タスクバーのみ（標準） 最小化するとタスクバーへ残ります。×で閉じるとアプリを終了。トレイアイコンは表
示しません。

タスクトレイのみ 最小化または×で画面を隠します。タスクバーには残らず、トレイアイコンから再表示・
終了します。

両方 起動中はタスクバーとトレイの両方へ表示。最小化はタスクバー、×では画面を隠して
トレイへ残します。

トレイから再表示
アイコンを左クリックするか、右クリックして「カレンダー
を表示」。完全終了は右クリックの「終了」。

表示先を変えた直後
タスクバー・トレイの表示をすぐに切り替えます。予定と
ウィンドウ位置は変わりません。

Windows起動時に自動起動

1
右上の歯車を開く
「表示と起動の設定」を開きます。

2
自動起動をON
「Windows起動時に自動起動」のスイッチを選びます。Store版はWindowsのスタートアップタスク、ポータブル版
は実行ファイルを待つ遅延起動を登録します。

3
Windows側で無効にした場合
Store版はWindowsの「設定」-「アプリ」-「スタートアップ」でも状態を確認できます。利用者または組織の設定で
拒否されている場合は、Koyomadoから勝手に解除しません。

ポータブル版のフォルダーを移動するとき
移動前に自動起動をOFFにし、移動後のkoyomado.exeから再びONにします。Google Driveの準備が遅いPCでは、実行ファ
イルが利用可能になるまで最大5分待機します。

起動したのに見えないとき
表示先がトレイを含む場合は、通知領域と「隠れているインジケーター」を確認します。保存位置が現在のモニター構成の画
面外なら、Koyomadoは見える位置へ自動的に戻します。
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REMINDER

予定の通知を設定する
予定ごとに開始時刻のどのくらい前に知らせるかを設定します。通知はKoyomadoが起動している間だけ動作します。

1
予定の追加・編集を開く
予定名、日時などを入力し、画面下部の「通知」までスクロールします。

2
通知時間を選ぶ
よく使う通知時間の10分前・30分前・1時間前・3時間前・6時間前・12時間前・1日前は、クリックだけで複数選択でき
ます。選択中の項目をもう一度押すと解除します。「通知を追加」では数値と「分前」「時間前」「日前」を自由に指
定できます。上限は28日前、予定1件につきGoogleのメール通知を含めて最大5件です。

3
Googleへ送る方法を確認
新しくKoyomadoで作る予定は「上の通知時刻をGoogleにも保存する（おすすめ）」が初期選択です。通知を追加・
変更・削除した場合も、この選択へ自動的に切り替わります。Googleから取得したメール通知も維持します。

4
保存してKoyomadoを起動しておく
通知時刻になると画面右下に予定名、日時、場所を表示します。トレイへ隠している場合もKoyomadoの画面を表示し
ます。

通知音は設定秒数で停止
初期値は12秒です。歯車で3～60秒
から選べます。先に「OK（音を止め
る）」を押した場合はすぐ止まり、
ポップアップも閉じます。

ポップアップは残る
音が自動停止しても予定のポップアッ
プは残ります。「予定を開く」で編
集画面へ、「OK」で確認済みにしま
す。

終日予定
開始日の0:00を基準にします。「
Googleカレンダーの既定通知を使う」
を選ぶと、上の通知時刻はGoogleへ
送られません。Google側の既定が
30分前なら前日の23:30です。

通知を見逃した場合
スリープ復帰や処理の遅れを考慮し、通知時刻から約2分以内は表示します。それより長くKoyomadoが終了・停止していた
間の通知を、後からまとめて鳴らすことはありません。
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NOTIFICATION SOUND

通知音・音量・自分の音源
右上の歯車にある「予定の通知音」で、落ち着いた標準音または自分の音声ファイルを選べます。

やわらぎ 澄んだチャイム。初期設定

深い雫 静かに響く低い音

小鈴 控えめな鈴の音

朝露のピアノ やわらかな短いピアノ

木漏れ日のカリンバ 穏やかな木の音色

音なし ポップアップだけを表示

1
音を選んで試聴
標準音または設定済みの自分の音を選び、「選択中の音を試聴」で確認します。もう一度押すと停止します。

2
音量と再生秒数を調整
音量は0～100%、通知で鳴らす長さは3～60秒で調整します。初期値は12秒です。試聴中は停止ボタンを押すまで再生
します。

3
自分の音源を使う
「ファイルを選ぶ」から15MBまでのMP3、M4A、AAC、WAV、OGG、Opus、FLAC、MIDIを選びます。選択し
たファイルは、現在の版のdata/notification-soundsへコピーされます。

MIDIの音色
Koyomado内蔵の穏やかな音色で再生するため、元の楽器・
音源とは異なる場合があります。

再生できない場合
拡張子だけ変更したファイルは使用できません。一般音声
はWindows WebView2の対応コーデックにも依存します。
別形式へ変換して試してください。

標準音の利用条件
同梱5音はCC0 1.0素材をもとにしています。出典とKoyomadoでの編集内容は、配布物の
NOTIFICATION_SOUNDS_CC0.txtとTHIRD_PARTY_NOTICES.mdで確認できます。
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DATA AND UPDATE

データ保存・持ち運び・更新
予定と設定は暗号化せず、配布方法ごとのdataフォルダーへ保存します。Googleの更新トークンだけはWindows資
格情報マネージャーへ保存します。

Microsoft Store版
%LOCALAPPDATA%\Packages\Y-TEC.Koyomado_
y7q84f7nwz24j\LocalState\Koyomado\data
Store更新時も同じ場所を使用

ポータブル版
koyomado.exeと同じ場所のdata
フォルダーごと持ち運び可能

calendar-data.json 予定、日時、繰り返し、リマインダー、削除済み予定、外観、通知音、Google接続
設定

calendar-data.backup.json 予定データを更新する直前のバックアップ

calendar-data.v1～v4.backup.json 旧形式からversion 5へ移行する前の予定データ（移行時のみ）

notification-sounds 自分で設定した通知音。dataフォルダーと一緒に持ち運びます

window-state.json モニター構成ごとのウィンドウ位置とサイズ

window-state.backup.json 位置情報を更新する直前のバックアップ

window-state.v1.backup.json 旧形式から移行する前の位置情報（移行時のみ）

Windows資格情報 Googleの更新トークン。PCごとに保存され、フォルダーには含まれません

Store版の更新 Microsoft Storeから更新。dataは上記のMSIX LocalStateに残ります。アンインストール
前は別の場所へバックアップします

ポータブル版の更新 終了後にdataをバックアップし、新しいZIPへdataをコピー。自動起動は登録し直します

版を切り替える 両方を終了。Store版は一度起動して終了後、元のdataの中身を新しい保存先へコピー。元デー
タはバックアップ

USB / Google Drive ポータブル版だけフォルダーごと移動。同じフォルダーを複数PCから同時起動しません

二つの版を同時起動しない
Store版とポータブル版は保存先が別です。同じGoogle予定の重複同期や二重通知を避けるため、移行確認後は普段使う一方
だけを起動してください。別PCではGoogleアカウントを再認証します。
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GOOGLE CALENDAR

Google連携のしくみ
Google連携は任意機能で、初期状態はOFFです。利用者が有効にした場合だけGoogleへ通信します。

連携しない
Koyomadoは従来どおり完全にローカルで動作します。
Googleへの通信、ログイン、API設定は不要です。

連携する
利用者自身のGoogle CloudプロジェクトとOAuthクライ
アントを使い、選んだカレンダーと双方向同期します。

同期する内容

予定 予定名、開始・終了日時、終日、場所、メモ、繰り返し、リマインダー、削除

複数日 終日の連休・出張、日をまたぐ時刻付き予定を維持

同期先 ローカルのみ、特定アカウント、接続中の全アカウントから予定ごとに選択

アカウント 最大3件。各アカウントで同期するカレンダーを1つ選択

予定の色 Koyomado内の見た目として保持。Googleの色とは同期しません

データと認証情報
・予定はGoogle Calendar APIと利用者のPC間で直接送受信し、Y-TECのサーバーを経由しません。

・OAuthクライアントID、クライアントシークレット、プロジェクトIDはcalendar-data.jsonへ保存します。

・Googleの更新トークンはWindows資格情報マネージャーへ保存し、ポータブルフォルダーやGoogle Driveには
入れません。

通信を止める
歯車でGoogleカレンダー連携をOFFにすると自動同期を停止します。アカウントの「接続解除」では認証情報と同期リンクを
削除し、取り込み済み予定はローカル予定として残します。

最初の接続は、この7段階

1
専用プロジェクト
Koyomado用を選ぶ

2
Calendar API

有効化を確認

3
Branding

アプリ名とメール

4
対象

Externalと連絡先

↓ 続いてGoogle Auth Platformを設定

5
Desktop client

JSONをダウンロード

6
本番環境

アプリを公開

7
Koyomado

JSON読込と接続
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GOOGLE BEFORE START

常用設定は「In production」一本です
利用者自身のOAuthプロジェクトを個人利用として本番環境へ切り替えます。公開サイトの準備やGoogleへの検証申
請は行いません。

採用する設定 Google Auth Platformの「対象」で「アプリを公開」を押し、公開ステータスを「In production」
にします。

採用しない設定 Testingは動作確認用です。Calendar権限を使う外部アプリでは更新トークンが原則7日で期限切れに
なるため、常用しません。

個人利用なら検証申請は不要です
利用者が自分のGoogle Cloudプロジェクトを作り、自分や身近な少人数だけで使う場合は、OAuth検証を申請せずにIn
productionへ切り替えられます。ホームページ、プライバシーポリシー、承認済みドメイン、Y-TECのURLは入力しません。

初回の警告
未確認アプリの警告が出る場合があります。自分で作成し
たプロジェクト名と要求権限を確認したときだけ詳細から
続行します。

100ユーザー上限
未検証プロジェクトには生涯100新規ユーザーの上限があ
ります。利用者ごとに自分のプロジェクトを作り、最大3ア
カウントを接続する本方式では通常影響しません。

Google公式 - 公開ステータスとTestingの期限: https://support.google.com/cloud/answer/15549945?hl=ja

Google公式 - 個人利用で検証が不要な場合: https://support.google.com/cloud/answer/13464323?hl=ja

https://support.google.com/cloud/answer/15549945?hl=ja
https://support.google.com/cloud/answer/13464323?hl=ja
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GOOGLE CLOUD 1

プロジェクト作成とCalendar API
以下は2026年8月時点のGoogle Cloud画面名です。表示名が変わった場合は、近い名称の項目を選んでください。

1
Google Cloud Consoleを開く
https://console.cloud.google.com/へ、連携に使うGoogleアカウントでログインします。

2
プロジェクトを作成
「新しいプロジェクト」を開き、名前をKoyomado Personalなどにします。プロジェクトIDは自動生成のままで構い
ません。作成後、画面上部でそのプロジェクトを選びます。

3
Google Calendar APIを有効化
APIライブラリでGoogle Calendar APIを開き、「有効にする」を押します。似た名前のCalDAV APIは選びません。

プロジェクト作成: https://console.cloud.google.com/projectcreate

Google Calendar API: https://console.cloud.google.com/apis/library/calendar-json.googleapis.com

図1 名前を入力して「作成」。画面上部に割り当て数の注意が出ても、作
成できる残数があれば進められます。

図2 Google Calendar APIの画面で「有効にする」を押します。

APIキーは作りません
Koyomadoが使うのはAPIキーではなく、デスクトップアプリ用のOAuth 2.0クライアントです。利用者自身のプロジェクト
を使うため、Y-TEC共通キーやY-TECへのAPI利用料はありません。Google Cloudの規約、割り当て、ほかに有効化したサー
ビスの費用は利用者自身で管理してください。

https://console.cloud.google.com/
https://console.cloud.google.com/projectcreate
https://console.cloud.google.com/apis/library/calendar-json.googleapis.com
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GOOGLE CLOUD 2

Google Auth Platformを開始する
Calendar APIを有効にしたプロジェクトで、OAuth同意画面の設定を始めます。

1
Google Auth Platformの概要を開く
正しいプロジェクトが選ばれていることを確認し、「開始」または「構成を開始」を押します。

2
アプリ名を入力
アプリ名はKoyomado。ユーザーサポートメールは自分のGoogleアカウントを選びます。

Google Auth Platform 概要: https://console.cloud.google.com/auth/overview

図3 OAuthクライアントがまだ無い状態。右側の「開始」から設定を始めます。

図4 アプリ名はKoyomado。メール欄は必ず自分のアカウントを選びます（説明書では非表示）。

https://console.cloud.google.com/auth/overview
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GOOGLE CLOUD 3

対象と連絡先を設定する
個人のGoogleアカウントで使う場合は通常「外部」を選び、連絡先には自分のメールアドレスを設定します。

1
対象は「外部」
個人のGoogleアカウントでは「外部（External）」を選びます。Workspace組織内だけで使う場合は、管理者方針に
応じて「内部」を選べることがあります。

2
連絡先情報
GoogleからOAuth設定に関する通知を受け取る自分のメールアドレスを入力します。一般利用者へ公開する連絡先とし
て扱われる場合があります。

対象（Audience）: https://console.cloud.google.com/auth/audience

図5 個人利用は「外部」を選択して「次へ」。

図6 デベロッパー連絡先へ自分のメールアドレスを入力（説明書では非表示）。

https://console.cloud.google.com/auth/audience
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GOOGLE CLOUD 4

規約を確認し、Desktopクライアントを作る
Koyomadoが必要とするのは「デスクトップ アプリ」用のOAuthクライアントです。APIキーやウェブアプリ用クラ
イアントではありません。

1
API利用規約を確認
表示されたGoogle APIサービスのユーザーデータポリシーを読み、同意できる場合だけチェックして作成します。

2
「クライアント」を開く
「OAuth クライアントを作成」を押し、アプリケーションの種類で「デスクトップ アプリ」を選びます。名前は
Koyomado Desktopなどで構いません。

OAuthクライアント: https://console.cloud.google.com/auth/clients

図7 規約を確認し、同意する場合だけチェックして「作成」。

図8 種類は必ず「デスクトップ アプリ」。名前は自分が判別しやすいもので構いません。

https://console.cloud.google.com/auth/clients
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GOOGLE CLOUD 5

JSONを保存し、「対象」を開く
OAuthクライアント作成後にJSONを保存します。次に公開ステータスを切り替えるため、Google Auth Platform
の「対象」を開きます。

1
JSONをダウンロード
作成完了ダイアログの「JSONをダウンロード」を押し、あとで分かる場所へ保存します。クライアントIDとクライアン
トシークレットは公開しません。

2
「対象」を開く
左メニューの「対象」を開きます。本手順ではブランディングのホームページ、プライバシーポリシー、承認済みドメ
インは設定しません。

図9 IDとシークレットは説明書では非表示。下部からJSONをダウンロードします。

正しいJSON
client_secret_...jsonという名前のDesktop app用
OAuth JSONです。

公開せずバックアップ
完全なシークレットを含むJSONは作成時にだけ取得できま
す。GitHub、Web、メールへ載せず、安全な場所へバッ
クアップします。紛失時はシークレットのローテーション
が簡単です。

対象（Audience）: https://console.cloud.google.com/auth/audience

https://console.cloud.google.com/auth/audience
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GOOGLE CLOUD 6

公開ステータスを本番環境へ変更する
「対象」で公開ステータスをIn productionへ変更します。この切り替えはGoogleのOAuth検証申請とは別です。

1
「対象」を開く
公開ステータスが「テスト」と表示されていることを確認し、「アプリを公開」を押します。

図10 「アプリを公開」を押します。Koyomadoを常用する場合はTestingのままにしません。

2
確認内容を読む
未確認アプリの警告や新規ユーザー数の上限に関する説明を読み、「確認」を押します。

図11 内容を確認して「確認」。これはGoogleの検証申請そのものではありません。
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GOOGLE CLOUD 7

「本番環境」になったことを確認する
公開ステータスが本番環境へ変われば、Testing特有の7日間制限を避ける準備は完了です。

図12 「公開ステータス: 本番環境」を確認します。

未確認アプリ警告
本番環境にしてもOAuth検証は行わないため、接続時に警
告が出ることがあります。自分で作成したプロジェクトで
あることを確認します。

検証申請はしません
このOAuthプロジェクトを使うのは作成者本人と接続する
少数のアカウントだけです。Koyomadoの標準手順では
Googleへの検証申請を行いません。

公開ステータス: https://console.cloud.google.com/auth/audience

検証が必要か確認: https://support.google.com/cloud/answer/13464323?hl=ja

ここからKoyomadoへ戻ります
ダウンロードしたOAuth JSONをKoyomadoへ読み込みます。JSONは公開・共有せず、自分のPCでだけ使用してください。

https://console.cloud.google.com/auth/audience
https://support.google.com/cloud/answer/13464323?hl=ja
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KOYOMADO CONNECT 1

KoyomadoへJSONを読み込む
Google CloudからダウンロードしたDesktop app用JSONを、Koyomadoの設定画面へ読み込みます。

1 歯車を開く
「表示と起動の設定」を開きます。

2 Google連携をON
ONにしたときだけGoogle連携設定が表示されます。

3 JSONを選択
ダウンロードしたclient_secret_...jsonを選びます。

4 読込完了を確認
ボタンが「JSONを読み直す」へ変わり、「OAuthクライアント設定を読み込みました」と表示されれば成功です。

図13 Googleカレンダー連携をONにして「JSONを選択」。 図14 読込後は「JSONを読み直す」に変わります。

JSONを読めない
Desktop app用JSONか確認します。APIキー、サービス
アカウント、Web application用JSONは使用できません。

JSONの保管
クライアントシークレットを含むため、GitHub、Webサ
イト、問い合わせメール、公開スクリーンショットへ載せ
ないでください。
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KOYOMADO CONNECT 2

ブラウザーで許可し、接続完了を確認する
Koyomadoの「アカウントを接続」を押すと既定ブラウザーが開きます。認証が終わるまでKoyomadoを閉じないで
ください。

1
アカウント選択

接続するGoogleアカウント

2
未確認警告

自分のプロジェクトか確認

3
次へ

メールアドレスの利用を確認

4
すべて選択

一覧参照と予定編集

↓ 続いてGoogle Auth Platformを設定

5
続行

Koyomadoへ戻る

6
接続結果

Koyomadoで1/3件を確認

7
カレンダー

同期先を1つ選択

8
既定保存先

普段使うアカウントを選択

未確認アプリの警告が出たら
自分で作成したGoogle Cloudプロジェクト名、選択したGoogleアカウント、要求権限がこの説明書と一致する場合だけ「詳
細」-「Koyomado（安全ではないページ）に移動」へ進みます。心当たりのないクライアントでは中止してください。

許可する権限1 登録しているGoogleカレンダー一覧の参照

許可する権限2 すべてのカレンダーの予定の表示と編集

成功画面 ブラウザーに「Koyomadoと接続しました」と表示

Koyomado側 接続アカウントが1/3件になり、同期するカレンダーと既定の保存先を選択可能

3分以内に完了してください
Koyomadoのローカル認証待受には3分の制限があります。時間切れになった場合は、Koyomadoへ戻って「アカウントを接
続」を押し、最初から認証し直してください。ブラウザーの成功表示だけでなく、Koyomadoのアカウント件数まで確認しま
す。
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GOOGLE SYNC

アカウント・同期先・同期操作
接続後に対象カレンダーを確認し、新規予定の既定値と予定ごとの送信先を選びます。

1
同期するカレンダーを選ぶ
接続直後にアカウントの「同期するカレンダー」を選びます。最初の同期後は誤結合を防ぐため選択をロックします。
変更するときは接続解除後に接続し直します。

2
アカウントの同期をON
アカウントカードの「このアカウントと同期」をONにします。不要なアカウントだけ一時停止できます。

3
新規予定の既定保存先を決める
設定画面の「新しい予定の既定の保存先」で、いつも使う1件、複数件、または「すべて選択」を指定します。何も選ば
なければローカルのみです。

4
予定ごとに保存先を確認
予定追加・編集画面では既定値が自動選択されます。その予定だけ解除・追加できます。Googleから取得した予定は元
アカウントへの同期を解除できません。

5
初回同期を確認
設定画面の「今すぐ同期」を押し、最終同期日時とエラー表示を確認します。必要なら「Koyomado接続テスト」など
明確なテスト予定を1件だけ作り、往復確認後にKoyomadoとGoogleの両方から削除します。

自動同期のタイミング

起動・再表示 アプリ起動時、トレイなどから画面へ戻したとき

定期 アプリが表示されている間、約60秒ごと

予定変更直後 追加、編集、削除、ドラッグ移動、コピー後

手動 上部の同期ボタン、または設定の「今すぐ同期」

自宅PCと会社PCで使う場合
各PCへ別々のKoyomadoフォルダーを置き、それぞれで同じGoogleアカウントへ接続する方法が安全です。Googleカレン
ダーを共通の同期元として使います。同じGoogle Drive上のKoyomadoフォルダーを2台から同時起動すると
calendar-data.jsonが競合するため避けてください。更新トークンはPCごとのWindows資格情報へ保存されるので、各PC
で再認証します。
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GOOGLE TROUBLE

競合・解除・接続トラブル
同期で勝手に予定を消さないため、両側編集を検出したときは内容を2件に分けて残します。

競合が起きた
同じ予定をKoyomadoとGoogleで前回同期後に変更する
と、両方の内容を別予定として保存し、編集画面に競合表
示を出します。内容を確認し、必要な方を残してください。

接続を解除
アカウントカードの「接続解除」を選びます。Googleへの
トークン失効を試み、Windows資格情報と同期リンクを削
除します。取り込み済み予定はローカルへ残ります。

7日ほどで再認証 公開ステータスがTestingの可能性。「対象」でIn productionへ切り替え、Koyomadoで
一度接続解除して認証し直す

未確認アプリの警告 自分で作成したプロジェクト名・Googleアカウント・要求権限を確認。心当たりがなければ
中止

JSONを読めない Desktop app用JSONか確認。APIキーのJSONやWeb application用は使用不可

JSONを紛失した Google Auth Platformでクライアントシークレットをローテーションし、新しいJSONを
ダウンロード。できない場合はDesktopクライアントを作り直します

ブラウザー後に戻らない Koyomadoを開いたまま再試行。ファイアウォールやセキュリティ製品のlocalhost通信も
確認

カレンダーを変えたい いったん接続解除し、再接続直後に対象カレンダーを選び直す

予定が同期されない Google連携、アカウント同期、予定の同期先を確認して「今すぐ同期」

安全と費用
OAuth JSON、トークン、実予定を第三者へ送らないでください。Koyomadoは課金設定を追加せず、Y-TECの共通APIも
使いません。ただしGoogle Cloudアカウント全体の設定と利用規約は利用者の責任で管理してください。

Google API Services User Data Policy

https://developers.google.com/terms/api-services-user-data-policy
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HELP

困ったとき・早見表
画面に予定が見えない場合は、まず月、日付、タスクバーまたはトレイ、利用中の版のdataフォルダーを確認してく
ださい。

画面が見つからない タスクバーを確認。トレイを使う設定ではKoyomadoアイコンを左クリックし、隠れている
アイコンも確認します。

予定が見えない 表示中の年月を確認し、予定のある日付をクリックして日の一覧を開きます。

記念日が翌年に出ない 繰り返し周期が「毎年」か確認。2月29日はうるう年だけ表示されます。

終了日時が戻った 開始時刻を変えると終了は1時間後へ再設定されます。開始を決めた後に終了日時を変更しま
す。

貼り付けが選べない 先に予定を右クリックして「内容をコピー」を選びます。

通知が出ない Koyomadoが起動中か、予定の通知時刻、音なし設定、音量を確認。スリープ中や終了中の
通知は後からまとめて表示しません。

起動時の位置がおかしい 現在のモニター構成で最後に保存した位置へ戻ります。初めての構成や画面外の位置は自動で
見える位置へ戻るため、希望の場所へ移動して終了し直してください。

データが壊れた バックアップから自動復旧を試み、壊れたファイルはcorrupt付きの名前で退避します。直ら
ない場合はStore版ならLocalAppData、ポータブル版ならアプリ横のdataへバックアップ
を戻します。

操作早見表

左クリック
予定: 編集
空の日付: 予定を追加
予定がある日付: 日の一覧
トレイアイコン: 再表示

右クリック
予定: コピー・編集・削除
日付: 貼り付け・追加
トレイ: 表示・終了

ドラッグ
通常: 予定を移動
Ctrlを押しながら: 予定をコピー

仕様上の範囲
Koyomadoには、印刷、予定のPDF出力、アクセス解析、独自クラウドサーバーはありません。外部通信は利用者が
任意で有効にするGoogleカレンダー連携だけです。予定データとOAuthクライアント設定は暗号化されないため、機
密情報やパスワードの保存には使用しないでください。祝日は1970年から2050年までの内蔵データを使います。

お問い合わせ前に用意すると役立つ情報
Koyomadoのバージョン、Windowsのバージョン、発生した操作、表示されたメッセージ、再現手順。予定の本文や個人情
報は送らないでください。

公式ページとソースコードは表紙に記載しています。利用条件はApache License 2.0のLICENSE.txt、Google連携の扱いは
PRIVACY.mdをご確認ください。


